
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ○ 全部委託　 ● 補助・助成　 ○ その他

■ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

夜光反射材の配布先の重複を見直すなど真に実効ある活動を支援させるため見直しを行って交通事故発生
件数を減少させ、死亡事故の減少に繋げる。

今年度の見直し
内容

人件費増及び昨今の物価高による経費の増加にあっても、札幌市交通安全運動推進委員会や地域住民の活動に支障がでないよう、購入物品
の見直し等を行い、補助金の範囲内で事業を実施している。

来年度以降の方
向性

今年度と同様に人件費増や物価高による経費の増加が見込まれることから、札幌市交通安全運動推進委員会や地域住民の活動が補助金の範
囲内で実施できるよう引き続き事業や購入物品の精査を行う。

4,592 4,362 4,419 4,198 4,198 4,198

↓

アウトカム
成果指標2

交通事故発生件数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

4,592 4,362 4,419 4,198 4,198 4,198

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

予定数には達しなかったが、札幌市の課題となっている小学生及び高齢者の交通事故を防止するための教
室は可能な限り実施した。今後は教育の機会のない市民に対しても広く周知を図るため啓発活動にも力を入
れる。

アウトプット
活動指標2

交通事故発生件数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

169,119 200,000 142,266 200,000 200,000 200,000

↓

アウトカム
成果指標1

交通安全運動及び交通安全教室の延べ参加人数 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

169,119 200,000 142,266 200,000 200,000 200,000

人工

指標

アウトプット
活動指標1

交通安全運動及び交通安全教室の延べ参加人数 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0 人工

令和7年度予算額 175,120 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 0 人工

令和6年度決算額 172,015 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 174,592 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

交通事故防止に特効薬はなく成果も目に見えにくいものであるが継続実施することが重要であり、特に交通安全教育は将来に
及ぶ知識となり受け継がれ、札幌市における交通事故死者の８割が６５才以上という現状を捉えると高齢者に対する交通安全
教育は必須であることから、推進委員会の活動を継続実施する条件は十

他都市の状況

北海道の主要都市（旭川・函館・帯広・釧路・北見）では交通安全活動を担う推進委員会を設置しており、釧路市を除き市から
の補助金が交付されている。

市民参加の実施

令和5年度決算額 172,561 千円 うち特定財源 0

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

札幌市交通安全運動推進委員会は「交通道徳の向上と交通事故防止のための市民運動を展開し札幌市を真に明るい交通安
全都市とすることを目的」に昭和３７年に設立され、継続した活動が身を結び、交通事故件数が減少している状況にあり、当委
員会の事業実施が市の交通安全に対する責任を果たしている。

事業内容
（何を実施し）

推進委員会の事業は、小学校、老人クラブをはじめとする交通安全教育と地域における自主的な交通安全活動に対する支援
活動であり、交通安全教育は市内全小学校で実施しており必要不可欠な存在にあるとともに、地域活動団体との連絡役を担う
など、市内の交通安全活動のほとんどを担っている状況にある。
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